





































Lineage and Chronology of Small Earthen Plates “Kawarake” from Kamakura: Social Change and 











































































































































































































































































15 ㎝の大型と口径 9 ㎝と 7 ～ 8 ㎝の 2 法量の小型よ
り構成されるとする。小型の 2 法量は多摩ニュータウ






段階第 4 型式であり、12 世紀第 2 四半期から第 3 四
半期の間とされ、生産地年代をそのまま与えれば、12
世紀中頃となる。
後半段階に入り坏形が口径 13 ～ 14 ㎝の大型品と口
径 8 ～ 9 ㎝の小型品の大小 2 法量となる。加えて、皿
形（2 類）が現れて内湾ぎみに開く口径 15 ㎝のもの（a）
と外反ぎみに開く口径 14 ㎝（b）の 2 つの器型が現れ
るとする。後者の 2 類 b はおそらく前半段階の 1 類か
ら 2 類への過渡的形態と捉えられよう。
第Ⅱ期は a ～ c の 3 段階で把握され、Ⅱ群の手づく
ねの出現をもって特徴づけられる。a 段階のⅡ群は口





都の J タイプを想定している 5)。他方、Ⅰ群は皿形の









る」［同上：158-159］。c 段階に「Ⅰ群は 2 類が量的に
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が払拭され







ず皿形の 2 類に現れ、ついで杯形の 1 類に及ぶことか













































































































































4 4 4 4 4 4 4 4
（稀に異形品を作
るとしても）生産していた集団の製品が
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ところでは少量を搬入


















































































る。この薄手のものは、口径が 13 ～ 14 ㎝の大型、10

















































































わざわざお勤めに行くならそこは “ みやこ ” であって



































































































































Ⅲ期（13 世紀後半～ 14 世紀前半）に手づくねが消滅
する一方で、いわゆる薄手丸深が現れるとする。馬淵

























































































都の土師質土器皿 Ab と Jb 器形との強い関連を想起
させる（中略）が、また同時に、それらの口径は 8.5
～ 9 ㎝と 14 ㎝内外であり、まさに 1200 年前後の古代
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表 1　各編年案における鎌倉出土かわらけの年代観（松吉 2016 を一部改変）












































































































































































































































































































































































































































































































































紀まで続く褐色系を A タイプとし、A タイプと同時
期に生産が開始され 12 世紀初頭まで続く乳白色系の
「て」字状口縁のものを B タイプ、13 世紀後半に出現
して 14 世紀末まで続く白色系を G タイプとする。G
































～ 13 世紀においては、4 種類の形態が確認される。1）
2 段ナデのちに、口縁端部に面取り（2 段ナデ面取り）、




を付ける手法である。（中略）12 世紀後半には 4 種類
すべてみられるが、13 世紀になると 3）・4）が主体と
なり、さらに 14 世紀以降になって 4）のみというあ
り方へと変化する。（中略）口縁部形態と法量分布の
間に特別な相関関係はみいだしがたい。12 世紀後半
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、とくに様々な地域色
4 4 4 4 4 4
を生じながら
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（ないしは杯皿）と土器椀をセット






































































































横田 A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C E
宇野 C1〜C2 Ｃ3〜Ｃ5 Ｄ5、E F B〜34
伊野 Aa (E) Ab Ac Ga1 Ga2、Ia Ib Ib B I
















































































































































































































の厚さが京都産の 4 ～ 5 ㎜を超える 4 ～ 7 ㎜の平泉の
手づくね「かわらけ」の要点を次のようにまとめる。
口縁部形態
 1. 二段ナデ 面取り無し 口縁部が内湾し、端部
	 （C 類）	 	 が丸い
  面取り無し 上部をつまみ上げて、
	 	 	 なでる
  面取り有り 口縁部に面取りを施す
 2. 一段ナデ 面取り無し 口縁部が直線的に立ち
	 （D 類）	 	 上がり、端部が丸い
  面取り無し 口縁部が弱く内湾し、
	 	 	 端部が丸い
  面取り有り 口縁端部に面取りを施
	 	 	 す［同上：76］
つぎに製作の手順を示して、
 成形 1. 扁平な粘土板を作る。
  2.1で作った粘土板に切れ目を入れる。
  3. 皿状に成形する。
  4. 口縁部を成形する。（場合によっ
	 	 　ては、口唇部を面取りする）
 調整（整形） 1. 内面底をなでる。
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、洛内で用いられ
4 4 4 4 4 4 4
ていた手づくねかわらけ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
だけだったのであ」り、「平
泉では、どうしても手づくねかわらけを使いたかった













4 4 4 4 4 4 4
態が選択されていた
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づくね成形




















































































































4 4 4 4
から対象の呼び方
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ことで見過ごされやすいが
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、実はそういった消費のさ
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まざまな様態を見越して





















































































































































































































































































































































































































































































10 世紀後半代とするものや 11 世紀中頃とするもの、さらに
12 世紀中頃などがある。10 世紀後半とする［井上 2010；
鋤柄 1998］、11 世紀中頃とする［橋本 1987a、1990］、12 世
















成形を A 粘土紐巻き上げ、B 切り込み円板技法、C 狭義の
手づくね、 D 型づくり、E 粘土板接合法に分類し、整形を A




タイプ：小振りで厚手の大小 2 規格で G タイプを生み出す、
F タイプ：白色土器の一部（栗栖野？）、G タイプ：坏形の






















































































奥田直栄 1976a「土器三題 ( その一 )」『世界陶磁全集第 5 巻月報』：
1-2. 小学館 .
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